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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 29 年 5月 10 日に公表しました平成 30 年 3月期第 2四半期累計期

間及び通期連結業績予想の修正につき下記のとおりお知らせいたします。併せて個別業績予想値につい

て新たに公表することとし、平成 30 年 3月期第 2四半期累計期間及び通期予想値と前期実績値との差

異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．連結業績予想の修正について 

(1)平成 30年 3月期第2四半期(累計)連結業績予想の修正(平成 29年 4月 1日～平成29年 9月 30日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想  （Ａ） 

百万円 

11,600 

百万円 

1,600 

百万円 

1,600 

百万円 

1,200 

円 銭 

53.36 

今 回 修 正 予 想  （Ｂ） 12,400 1,650 1,650 1,600 71.15 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 800 50 50 400  

増 減 率  （％） 6.9 3.1 3.1 33.3  

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 29 年 3月期第 2四半期) 
10,616 1,874 1,830 1,555 69.21 

 

(2)平成 30 年 3 月期通期連結業績予想の修正(平成 29 年 4月 1 日～平成 30 年 3月 31 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想  （Ａ） 

百万円 

22,700 

百万円 

2,900 

百万円 

2,900 

百万円 

1,900 

円 銭 

84.49 

今 回 修 正 予 想  （Ｂ） 23,000 3,000 3,400 2,900 128.95 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 300 100 500 1,000  

増 減 率  （％） 1.3 3.4 17.2 52.6  

(ご参考)前 期 実 績 

(平成 29 年 3月期) 
21,057 2,950 2,985 2,302 102.45 

 

 

 



 

 

２．個別業績予想値の公表と前期実績値との差異について 

(1)平成 30 年 3 月期第 2四半期(累計)個別業績予想値と前期実績値との差異 

(平成 29 年 4月 1日～平成 29 年 9月 30 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期第 2四半期実績 （Ａ） 

(平成 29 年 3月期第 2四半期) 
10,431 1,831 1,796 1,525 67.88 

今 回 発 表 予 想  （Ｂ） 12,000 1,600 1,600 1,550 68.97 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,569 △231 △196 25  

増 減 率  （％） 15.0 △12.6 △10.9 1.6  

 

(2)平成 30 年 3 月期通期個別業績予想値と前期実績値との差異 

(平成 29 年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 期 実 績  （Ａ） 

(平成 29 年 3月期) 
20,658 2,900 2,950 2,274 101.18 

今 回 発 表 予 想  （Ｂ） 22,300 2,950 3,350 2,850 126.73 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,642 50 400 576  

増 減 率  （％） 7.9 1.7 13.6 25.3  

 
 
３．修正の理由 

(1)連結業績予想 

第 2四半期累計期間につきましては、各セグメントの売上が好調に推移したことに加え、賃貸

不動産売却収益が特別利益に計上されたことにより、四半期純利益が前回予想を上回る見通しと

なりました。 
通期につきましては、各セグメント収益が堅調に推移する見込みであり、また第 3 四半期にお

いて破綻更生債権処理に伴う収益計上が見込まれるために経常利益、当期純利益とも前回予想を

上回る見通しとなりました。 
 
(2)個別業績予想 

主に上記連結業績予想と同様の要因によるものです。 
 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は、今後の様々な要因により変動する可能性があります。 
 
 

以 上 


